
11 出願書類の作成要領 

  出願書類のうち、入学願書（様式１－３）、調査書(様式２)及び学習成績一覧表（様式３）は、以下

の(1)～(3)により作成する。入学願書（様式１－４・１－５）については、別に定める通信制課程の

募集要項を参照する。また、学習成績一覧表（様式３）及び入学志願変更報告書（様式７）の高等学

校名、課程名、学科・コース名の記載については、以下の(4)に示す略称を用いる。 

   出願書類の記入に当たっては、原則として常用漢字、算用数字及び現代仮名遣いを使用する。 

   記入事項の誤りを訂正する場合は、誤記事項を２本線で消除して訂正事項を記入し、訂正箇所に訂

正者（記載者）の認印を押印する。 

    また、昭和、平成、令和と併記してある部分については、いずれかを○で囲む。 

  (1) 入学願書（様式１－３） 

ア 

  

出身中学校等 

(在籍中学校等) 

 当該中学校名及び校長が卒業を認定する見込み又は認定した年月日を記入し、

卒業見込、卒業については、いずれかを○で囲む。 

イ 氏   名  志願者の氏名及び生年月日を住民票に基づいて記入する。 

 

ウ 

 

 

 

写 真 欄 

 

 

(ア) 上半身、正面、無帽（縦４cm×横３cm 程度、白黒・カラーを問わない） 

(イ) 最近６か月以内に撮影したもの 

(ウ) 写真は、身分証明書用でも校内で撮影し印刷したものでもよいが、貼付した

写真が変色したり、色あせたり、剥がれたりするようなものは不可とする。 

エ 

  

現 住 所 

 

  住民票に基づいて番地まで記入する。なお、市郡以下の記載で明確な場合は、

県名を省略してもよい。また、 「〇〇丁目〇〇番〇〇号」等の表記に代えて、ハイ

フンを用いた略式表記（例：〇〇1-2-3）を用いてもよい。 

   

オ 

    

 

保 護 者 

 

 

(ア) 「氏名」は、生徒に対して親権を行う者を、親権を行う者がいないときは  

後見人を記入する。 

(イ)  「志願者との関係」は、保護者が生徒の何に当たるか（例えば、父、母、養

父、養母等）を記入する。なお、後見人の場合には、後見人と記入し（  ）書き

で、おじ、おば等と記入する。 

(ウ)  「現住所」は、住民票に基づいて記入する。なお、市郡以下の記載で明確な

場合は、県名を省略してもよい。なお、志願者の現住所と同じ場合は「同上」で

もよい。 

  

 

 

カ 

   

 

志 願 校 

 

 

 

(ア) 志願先高等学校・課程・学科を記入する。宮崎東高等学校については、学科

の欄に昼間の部、夜間の部の別を記入する。 

(イ) 第２志望以下の記入事項がない場合は、斜線（／）を引いておく。（推薦入

学者選抜を除く。）   

(ウ) 探究科学コース、文理科学コース又は体育コースを志願する者は、学科の   

欄に普通（探究科学コース）、普通（文理科学コース）又は普通（体育コース）と

記入する。 

キ そ の 他  「※」印の欄は記入しない。 
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  (2) 調査書（様式２） 

ア 志願者出身中学校等  前記(1)の入学願書の作成要領による。 

イ 

 
学 習 の 記 録 Ⅰ 

(ア) 第１・第２学年の観点別学習状況及び評定は、「生徒指導要録」に記

載されたものを記入する。 

(イ) 第３学年の観点別学習状況及び評定は、令和８年１２月末日（卒業者

については卒業した年の３月末日）までの成績によって行う。 

ウ 学 習 の 記 録 Ⅱ 

(ア) 第１・第２学年の評定や評価は、「生徒指導要録」に記載されたもの

を記入する。ただし、第３学年の評定や評価は、令和８年１２月末日（卒

業者については卒業した年の３月末日）までの成績によって行う。 

(イ)  「総合的な学習の時間の記録」については、学習活動及び評価の観点

を記載した上で、それらの観点のうち、生徒の学習状況に顕著な事項があ

る場合などに、その特徴や、生徒にどのような力が身に付いたかを文章で

記入する。卒業者については、書くことのできる箇所のみ記入する。 

(ウ) 各学校の独自設定教科については、「選択教科等」に記入する。 

エ 特 別 活 動 の 記 録 

(ア) 「活動の状況」は、「生徒指導要録」に記載されたものを記入する。

ただし、第３学年は、令和８年１２月末日（卒業者については卒業した年

の３月末日）までの状況を記入する。 

(イ)  「活動の状況」について、具体的な内容について説明を要する場合は、

「総合所見及び指導上参考となる諸事項」に具体的に記入する。 

オ 行 動 の 記 録 

 「状況」は、「生徒指導要録」に記載されたものを記入する。ただし、 

第３学年は、令和８年１２月末日（卒業者については卒業した年の３月 

末日）までの状況を記入する。 

カ 

 

 

 

総合所見及び指導上

参 考 と な る 諸 事 項 

 

 

(ア) 総合所見及び指導上参考となる諸事項については、「生徒指導要録」

の記入要領に基づき、３か年を総合して記入する。ただし、卒業者にあっ

ては卒業後の動向を含む。 

(イ)  「部活動等」には、部活動等における大会やコンクールなど（全国・

九州・県・地区等の大会規模を明記すること）への参加及び実績や受賞歴、

「奉仕活動等」には、学校内外における奉仕活動等及び表彰を受けた行為

や活動等、「資格・特技等」には、取得資格や検定等についての級や段位等、

主なものを具体的に記入する。 

キ 出 欠 の 記 録 

(ア) 第３学年の出欠の記録は、令和８年１２月末日（卒業者については卒

業した年の３月末日）までとする。 

(イ) 欠席の主な理由を記入し、さらに遅刻、早退が、それぞれ年間１０回

以上ある場合は、その回数と理由を記入する。 

ク 

 

 

 

健 康 診 断 の 記 録 

 

 

 

  中学校における最終健康診断の結果を記入する。なお、記入に当たって

は、下記の事項に留意する。 

(ア)  「力力」の欄には、裸眼力力又は矯正力力をＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの４段階

で記入するものとし、矯正力力の場合は（    ）に記入する。 

(イ)  「聴力」の欄には、異常又は所見があれば記入する。ない場合は、「異

常なし」と記入する。 

(ウ)  「その他」の欄には、指導上特に配慮すべき疾病等があれば記入する。

ない場合は、「なし」と記入する。 

ケ そ の 他  「※」印の欄は記入しない。 
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 (3) 学習成績一覧表（様式３） 

     学習成績一覧表は、志願者の属する第３学年全員について、様式３により作成する。ただし、特

別支援学級等において、領域教科を合わせるなど通常の教育課程と異なる教育課程で履修し、かつ、

高等学校を受検しないことが確定している者については除くことができる。また、県外中学校出身

者については、当該県の様式を準用してもよい。当該県で学習成績一覧表を作成していない場合 

  は、必要としない。 

ア 通 し 番 号  全記載人員を通して１から始まる一連の番号を記入する。 

イ 各教科の評定 
  第３学年の令和８年１２月末日までの成績により行い、必修教科は５段階評定

で記入し、選択教科については、３段階評定Ａ・Ｂ・Ｃで記入する。 

ウ 志 願 校 
 志願先高等学校・課程・学科（コース）を記入する。宮崎東高等学校について

は、学科の欄に昼間の部、夜間の部の別を記入する。 

エ 備   考 

  次の事項について記入する。 

(ア) 令和９年１月１日以降の転入者については、転入学の年月日及び転入学前の

在籍校名を記入する。 

(イ) 学区外高等学校入学志願者については、宮崎県教育委員会の交付する学区外

高等学校入学志願許可番号を記入する。 

オ そ の 他 

(ア) 学習成績一覧表の各教科の評定は、調査書に記載するものと一致しなければ

ならない。ただし、卒業者については、卒業時の評定であるため、一致しない場

合もある。 

(イ) 各教科の評定各段階の計の記入欄は、学習成績一覧表の末尾に設ける。 

(ウ) 卒業者の学習成績一覧表は、当該志願者の卒業年度に作成したものとする。 

(エ) 用紙は、規格Ａ４を横に用い、２枚以上になる場合は左端を綴じる。 

(オ) 記入欄が足りない場合は、様式に従ってつぎ足してもよい。 

  (4) 高等学校名、課程名、学科・コース名の記載方法 

   学習成績一覧表（様式３）及び入学志願変更報告書（様式７）における高等学校名、課程名、学

科・コース名については、次に示す略称を記載するものとする。 

    ① 課程名の略称 

課程名 全日制の課程 定時制の課程 

略称 全日 定時 

  ② 高等学校名の略称 

高 等 学 校 名 略 称 高 等 学 校 名 略 称 高 等 学 校 名 略 称 高 等 学 校 名 略 称 

宮 崎 大 宮 大 宮 本 庄 本 庄 小 林 小 林 延 岡 星 雲 星 雲 

宮 崎 東 宮 崎 東 日 南 日 南 小 林 秀 峰 秀 峰 富 島 富 島 

宮 崎 工 業 宮 崎 工 日 南 振 徳 振 徳 飯 野 飯 野 日 向 工 業 日 向 工 

宮 崎 商 業 宮 崎 商 福 島 福 島 妻 妻 日 向 日 向 

宮 崎 農 業 宮 崎 農 都 城 泉 ヶ 丘 泉 ヶ 丘 高 鍋 高 鍋 門 川 門 川 

宮 崎 南 宮 崎 南 都 城 農 業 都 城 農 高 鍋 農 業 高 鍋 農 高 千 穂 高 千 穂 

宮 崎 海 洋 宮 崎 海 都 城 商 業 都 城 商 延 岡 延 岡 宮 崎 西 宮 崎 西 

都 城 工 業 都 城 工 延 岡 青 朋 青 朋 宮 崎 北 宮 崎 北 都 城 西 都 城 西 

延 岡 工 業 延 岡 工 佐 土 原 佐 土 原 高 城 高 城 延 岡 商 業 延 岡 商 
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  ③ 学科・コース名の略称 

学 科 名 略称 学 科 名 略称 学 科 名 略称 

普      通 普通 情  報  技  術 情技 グ ロ ー バ ル 経 済 グ経 

み  ら  い  探  究 みらい 土      木 土木 情報ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾛﾝﾃｨｱ 情ビ 

生  産  流  通 生流 環境化学システム 環化 商      業 商業 

園  芸  科  学 園科 電      気 電気 海  洋  科  学 海洋 

畜  産  科  学 畜科 建      築 建築 生  活  文  化 生文 

食  品  科  学 食科 電  子  機  械 電機 福      祉 福祉 

フ ー ド ビ ジ ネ ス フード 通  信  工  学 通工 ﾒ ﾃ ﾞ ｨ ｶ ﾙ ･ ｻ ｲ ｴ ﾝ ｽ メディ 

生  物  工  学 生工 産 業 デ ザ イ ン 産デ フ ロ ン テ ィ ア フロ 

食  品  工  学 食工 生 産 シ ス テ ム 生シ 文  科  情  報 文情 

環  境  工  学 環工 電  子  情  報 電情 サ イ エ ン ス サイ 

農      業 農業 化  学  環  境 化環 理      数 理数 

畜      産 畜産 イ ン テ リ ア インテ 探  究  科  学 探究 

ラ イ フ デ ザ イ ン ライフ 情報制御システム 情制 総      合 総合 

農  業  土  木 農土 建 設 シ ス テ ム 建シ 探 究 科 学 コ ー ス 普探コ 

地  域  農  業 地農 化  学  工  業 化工 体 育 コ ー ス 普体コ 

機      械 機械 商業マネジメント 商マ 文 理 科 学 コ ー ス 普文コ 

電  気  電  子 電電 情報ソリューション 情ソ アグリビジネスコース アグリ 

情報観光ﾃﾞｻﾞｲﾝｺｰｽ 情観     
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